
調査報告書で示された提言等への対応（令和５年３月現在） 

 
項目 
（報告書の標記による） 

内容 
（指摘された内容を○数字で，その回答を⇒で表記） 

6.1 本校に対する提言 
⑴ 養護教諭とスクールカウンセラ 
 ーの連携の強化 

①学校生活アンケートの記載内容に対する事後対応 
⇒マイナス的な回答が１つでもあれば，できるだけ早 
 く関係職員が状況に応じて複数で面談し，さらに養 
 護教諭やスクールカウンセラー（ＳＣ）にもつな 
 げ，管理職に報告するようにした。 
②養護教諭とＳＣの連携を一層強化，ＳＣの学校への 
 常駐 
⇒昨年９月からＳＣ来校を週２回に増やし，１０月か 
 らスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を週１回 
 新規配置。来年度は，ＳＣ週３回，ＳＳＷ週２回の 
 配置とし，専門職が交代で常駐する体制を整えた。 
 日数の大幅増により，ＳＣ・ＳＳＷ（以下，「ＳＣ 
 等」）と他の教職員との連携は飛躍的に改善される。 
③ストレスチェック等の実施 
⇒外部委託で年１回実施。生徒個々に結果票（圧着式 
 でプライバシー確保）を返却。高ストレス者には養護 
 教諭やＳＣが面談し，必要に応じて医療への紹介 
 も行う。 
 

⑵ 部活動の過密スケジュールの緩 
 和 

①自主練の参加状況等について不明な点が多い，個々 
 の生徒の練習時間を把握できるような措置が必要 
⇒「部活動の活動方針」改定版（以下，「新方針」）で 
 は，自主練習は，校⾧が許可した場合にのみ，顧問 
 の監督下で（指導ではない）行うことができること 
 とした（１時間以内）。 
②柏市を含む外部からの訪問演奏等の公式行事のスケ 
 ジュールが過密。学業や進路選択に影響。 
⇒全庁会議において，教育委員会から，学生の本分を 
 踏まえ，安易にイベントの参加依頼を学校に対して 
 行わないよう要請。学校は参加する行事を精選する 
 とともに，学習時間の保証，進路決定に関わる機会の 
 尊重を徹底する。 
③授業と部活動のバランスの適正化に取り組むべき 
⇒新方針は，この点を重視して作成。また，今年度か 
ら，月間活動計画と活動実績を市教委指導課に提出 
するようにした。さらに今後は，部活動改革の趣旨 
に沿った職員研修も実施する予定。 
 

⑶ 本校活動指針の再検討 ①吹奏楽部を含めた全ての部活動がガイドライン通り 
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 の活動を行う。現在の本校活動指針を修正するべき。 
⇒国や県のガイドラインの趣旨も踏まえた上で，新方針 
 を作成した（別紙）。 

⑷ 部活動の指導支援体制の強化に 
 ついて 

①部活動の指導支援体制の強化 
⇒市教委指導課に担当者を配置し，部活動に関する指導 
 監督，連絡調整を行う。また，ＳＣ等が各部活動の練 
 習時間に定期的に参加し様子を観察している。 
 

⑸ 部活動のあり方・問題に関する 
 情報の共有化 

①校⾧を中心として学校組織全体で，部活動のあり方 
 や問題など情報を共有し，解決を図る体制の構築 
⇒情報共有と体制強化を進めるため，追加の管理職配 
 置を推進する。令和５年度中に実現したい。 
 

⑹ 自殺予防に向けた取組みの充実 
 化 

①生徒の自殺予防のために必要な取組み 
⇒生徒が相談しやすく，職員も情報を共有しやすく， 
 適切なタイミングで支援や医療につなげられる体制 
 を構築するとともに，幅広く施設の安全面を改善 
 ア 匿名報告・相談アプリ STANDBY の導入 
  （生徒は自分のスマホでいつでも相談可能） 
 イ いじめアンケートの頻回実施 
  （月に１回は実施，ウェブ回答も可能に） 
 ウ ストレスチェック実施 
  （前掲） 
 エ ＳＣ等の勤務日数増加と新規配置，部活動への 
  積極的な関与 
  （前掲） 
 オ 予防に関する職員研修の実施 
  （ＳＣ等の増配置で可能に） 
 カ 医療との連携強化 
  （管理職，養護教諭に加えて，緊急時はＳＣ等 
   からも校医に相談可能に） 
 キ 施設の改善 
  ○校舎の窓に開放ストッパーの増設 
  ○校舎内の機械警備センサーの増設 
  ○校舎，体育館等出入り口のオートロック化 
  ○保護者にアプリやメールで校門通過を通知 
   （オプション） 
 

6.2 柏市に対する提言 
⑴ 部活動の改善についての協力 
 

①柏市全体の問題として検討 
⇒市教委指導課に担当者を配置（前掲）。また，全庁の 
 会議において，教育委員会から，調査報告書の提言や 
 「部活動の活動方針」改訂の趣旨を説明し，理解と協 
 力を求めた。 

⑵ 本校吹奏楽部の柏市内での位置 
 づけ 

①訪問演奏や市のイベントへの参加 
⇒市主管者会議（市⾧等特別職及び部⾧等で構成）に 



 おいて，教育委員会から，学生の本分を踏まえ，安 
 易にイベントの参加依頼を学校に対して行わないよ 
 う要請（前掲）。 
 

⑶ 学校生活アンケートの取り扱い 
 等について 

①市教委における，学校生活アンケートの取り扱い及 
 びその対応についての確認 
⇒市教委児童生徒課に担当者を配置。アンケート結果 
 を確認し，学校に指導等を行う。 
 

⑷ 生徒の自殺予防のための更なる 
 取り組みについて 

①県立高校におけるモデル事業「県立高校生徒のスト 
 レスチェック」の参照 
⇒市立柏高校では独自にストレスチェックを行うが， 
 県立高校の事業成果は改善の参考としたい。 
 

⑸ 条例等の整備  

 

①第三者委員会を直接定めた条例の制定など 
⇒令和４年市議会第３回定例会において，柏市附属機関
設置条例の一部を改正 
 ア 柏市いじめ重大事態調査検証委員会の名称及び担 
  任する事務を次のとおり改めた。 
  ○名称：柏市いじめ重大事態等調査検証委員会 
  ○事務：市立の小学校，中学校及び高等学校におけ 
     るいじめに係る重大事態並びに自殺及び 
     自殺が疑われる死亡事案についての調査及 
     び検証に関する事務 
 イ 次の附属機関を市⾧の附属機関として設置した。 
  ○名称：柏市いじめ重大事態再調査委員会 
  ○事務：いじめ防止対策推進法第３０条第２項の規 
      定による調査に関する事務 

6.3 全国への提言 
⑴ 自殺防止に向けた取り組みの継 
続 

①自殺予防の教育と大人の意識，行動の変容 
⇒国や県の自殺予防の取り組みについて，今後も市教 
 委（児童生徒課）から学校に情報提供を行い，予防 
 に役立てたい。 

⑵ 部活動ガイドラインの徹底 ①日本全体でガイドライン等の遵守を徹底し，順守状 
況を相互に確認できる体制の構築 
⇒ア 令和４年９月に，柏市⾧が文科大臣に対して， 
 高等学校の部活動のあり方に係る要望を行った。 
 要望内容は次の２点。（ア）高等学校の生徒の発達 
 段階や活動状況の実態に即したガイドラインに見 
 直しを図ること。（イ）高等学校を主な対象とした 
 ガイドラインを令和４年度中に発出すること。 
 イ 令和４年１１月に，中核市市⾧会による国の施 
  策及び予算に関する提言（令和６年度新規提言項 
  目案）でこのこと（①標題）を取り上げるよう，要 
 望した。 



6.4 その他 
⑴ 当該生徒の死についての気持ち 
の共有について 

①当時の吹奏楽部生が気持ちを共有する機会 
⇒引き続き検討したい。 

 


